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第３章 八代海北部海域における今後の海輝の運用方針(案) 

 

平成 16 年度より開始された環境整備船「海輝」による有明海・八代海の漂流ゴミ回収活動

は、当該海域における船舶の安全な航行等に関する「防災」はもとより、良好な漁場環境等

の「保全」と円滑な漁業活動の推進等に向けた「利用」の一端を担い、海域再生に向けた貴

重な存在となっている。 

八代海北部海域における「海輝」の活動は、これまで種々の航行制約下において極めて限

られていたが、今回新たに海底地形をはじめ海域利用等の現状、漂流ゴミ等の実態を把握す

ることで、効率的なゴミ回収に向けて、さらに推進を図るものである。 

ここでは、調査結果をもとに、八代海北部海域でゴミ回収を進めるに当たっての「海輝」

運用に関する課題を抽出し、その対応策について検討を行った。 

 

3.1 個別課題 

1)「海輝」による漂流ゴミ回収に係わる課題 

海域において大量に発生する漂流ゴミの回収においては、環境整備船「海輝」による稼

働が大いに望まれるところである。 

しかし、「海輝」による回収可能水深は、安全を考慮した水深３ｍ以深程度の海域に制

限され、湾奥部浅海域での回収が困難であることが想定され、浅海域の漂流ゴミの回収方

策が課題となる。 

  2)海域利用に係わる課題 

漁業活動や船舶の航行による海域利用の実態を把握することで、効率的に漂流ゴミの回

収を実施する重点エリアを特定することが課題となる。 

  3)海域への流入ゴミ及び滞留ゴミの回収に係わる課題 

海域での漂流ゴミ等の移動や滞留の状況把握を実施することで、効率的に漂流ゴミの回

収を実施する重点エリアを特定することが課題となる。 

 

3.2 個別課題への対応策 

環境整備船「海輝」による漂流ゴミの回収は、安全面による配慮から「運航可能な海域

について実施する」ことが基本条件である。八代海北部海域においては、海底地形等が明

確に把握されていないこともあり、環境整備船「海輝」による漂流ゴミの回収が困難な海

域となっている。 

3.2.1 運航可能範囲拡大の検討 

1)詳細な海域の把握 

八代湾奥海域部で実施した深浅測量と航空写真測量との重ね合わせで、正確に海底地形

を把握できる八代湾奥の海域図を作成した。また、漁港・港湾区域や漁業権設定状況、さ

らにアンケート調査による海域の障害物情報等を把握した上で、満潮時や干潮時にどの範

囲まで環境整備船「海輝」が運航可能であるかの検討を行った。 

また、満潮時においては潮位を考慮した作業可能範囲についての検討を行った (図3.1、

図 3.2)。 
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「海輝」航行時における検討事項 

◆検討１．水深と現地稼働時間 

○３ｍ以深程度の水深を確保 

①熊本港～現地海域：往復約３時間を要す 

②八代港～現地海域：往復約１時間 30 分を要す 

熊本港を出港した海輝は現地海域でゴミ回収を行い、八代港

でゴミを搬出後、再び現地海域で回収作業を行う(繰り返し)。 

・・・１日のうち、約３時間以内は作業可能

◆検討２．澪などへの進入 

○最低 50ｍ幅の確保(海輝：幅９m、長さ 27ｍ) 

○アルミ構造のため風や流れに影響されやすい 

・・・出水時や風のある時は澪幅 50ｍ以上が必要

◆検討３．航行ルート 

○河口から沖とこれに対して直交する沖での航行ルートが多い 

○湾奥は大野川河口まで及ぶ 

・・・漁船航行ルートの確保 

◆検討４．養殖施設等 

○各施設からは約 100ｍ離れる必要がある 

○アサリ養殖箇所等では急に浅くなる箇所もある 

○浅瀬や竹などの障害物がある 

・・・障害物の付近の航行は避け、施設からは約 100ｍ沖での航行 

◆検討５．ゴミ回収方法 

○ほぼ帯状に集めたゴミを端部から旋回しながら回収する 

○一面のゴミの中を進入しながらの回収は困難である 

○毛布やビニール袋等は吸水口を詰まらせる(航行不能の可能性) 

・・・閉鎖的場所は避け、一定の水域の確保が必要 

運 

航 

可 

能 

範 

囲 
海底地形 

養殖施設等の位置 

回収実態 

安全性の確保 
○各種養殖施設との十分な

間隔を保つ 

○周辺に点在する障害物等

のある場所付近への進入

は避ける 

○常に退路を確保し、作業

時等におけるトラブルを

回避する 

船舶航行ルート 

図 3.1 運航可能範囲拡大の検討 
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図 3.2 運行可能範囲拡大の検討

※ ①大潮満潮位から水深 3ｍを確保した区域 

②大潮満潮を挟んで水深 3ｍが確保できる時間の区域

③大潮干潮位から水深 3ｍを確保した区域 

④養殖施設等から 100ｍ離れた区域 
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2)安全航行の確保 

八代北部海域では浅海化が進行していることから、海

底地形も変化しやすいため全周囲の海底地形(水深)を

把握することが可能な装置「サ－チライトソナ－」を平

成 19 年度「海輝」に装備した。それにより、浅海域に

おけるゴミ回収作業の安全化が図られる。(図 3.3) 

 

 

 

図 3.3 サーチライトソナー 

3.2.2 定期巡航ゴミ回収ルートの検討 

現在行っている定期巡航は、経験的なものを頼りに、漂流ゴミが流入する河口域や集

まりやすい海域（潮目）で行っており、特に定まったルートを設定していない。そのた

め、これまで航行ル－トの設定されていなかった八代北部海域について、アサリ・ハマ

グリ等重要種及び有用魚種等の漁場環境保全の視点からもル－トを見直し、定期巡航ゴ

ミ回収（パトロール）ルートの設定を行った。(図 3.4、図 3.5) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

漂流ゴミ凡例 

梅雨期
台風期 

巡航ルート 

図 3.4 巡航海面清掃時の
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図 3.5 定期巡航ルート検討(案) 

 

3.2.3 異常ゴミ発生時の回収 

1)情報ネットワークの充実（樋門機能維持を意識した樋門管理者及び氷川ダム管理者との

連絡体制の充実） 

八代海域においては、梅雨、台風等の大雨後に発生した大量ゴミを異常ゴミとして、

現在「情報ネットワーク」を構築し、連絡体制を整備して運用を行っている。海域だけ

でなく、さらに陸域とも連携を深めるモデルケ－スとして、樋門管理者及び氷川ダム管

理者を連絡体制に加えた情報ネットワ－クを構築し、ゴミ発生の状況把握のための連絡

体制の充実を図ることとする。(図 3.6) 

【ゴミ滞留域の特定】   ～アンケート調査結果より～ 

ゴミは不知火干拓南側(氷川河口沖)より八代港へ向かう海域や

海岸、ならびに戸馳島間の海域や海岸に多く見られる。ゴミの

種類の中でも多くを占める流木や竹などは、漁業関係者だけで

は回収が困難なゴミ、操業上危険なゴミである。 

→ゴミ回収の効率化と漁業操業等における安全性の向上を推進

する。 

ルート設定における基本的な考え方

【アサリ等重要種及び有用魚種等の漁場環境保全】 

～水産庁におけるアサリ生息実態と漁場造成推進より～

 

鏡・竜北沿岸部(氷川地区)ならびに昭和・郡築沿岸部は、特

にアサリの個体数・湿重量・殻長における高い濃度分布域、

さらに今後の漁場造成の推進域に当たる。 

→有用な漁業資源の保護育成と品質の向上、漁業の活性化の

促進に寄与する。 

【常に安全な水深の確保】 

大潮干潮時でも定期巡航可能な海域 
【区画漁業権区域等との安全な距離の確保】 

のり養殖施設等から一定の距離(約 100m)を確保 
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－回収時における留意点－ 

○各種養殖施設との十分な間隔を保つ 

○周辺に点在する障害物等のある場所付近への進入は避ける 

○常に退路を確保し、作業時等におけるトラブルを回避する 

現在の定期巡航ゴミ回収ルート 
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ルート区域(案) 



 

 

 

国-22

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.6 異常ゴミ発生時の回収ネットワークの構築 

 

2)支援船等の活用 

漂流ゴミ回収については浅海域であり、作業可能海域及び時間の制約があると想定さ

れることから、支援船等の派遣により「海輝」で行う漂流ゴミの回収作業を効率よく行

うこととする。 

なお、支援船による浅海域への航行は「海輝」以上に、水深確保の制限は高くなるこ

とから、派遣海域での潮位を考慮した十分な水深を維持することを前提に活用を図るこ

ととする。 

 

3.2.4「海輝」で回収できない海域の対応 

水深の関係から「海輝」による回収が出来ない範囲については、関係者との連携を図

る。浅海域でも移動できる漁船で「海輝」まで漂流ゴミを輸送することで、「海輝」で回

収できない浅海域における漂流ゴミの回収率向上を図ることとする。 

熊本県 

各関係部局 

熊本海上保安部

巡視船艇等情報 

海運関係会社（フェリー会社等） 

一般市民情報 
（ヨット・モーターボート等） 

漂流ゴミ大量発生情報収集ネットワーク 

熊本港湾・空港整備事務所

運航管理室 

直轄河川事務所

港湾管理者 
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熊本県漁連等 

船舶代理店 一般船舶 

緊急時直接 

（各県と同時発信）

河口域より流出連絡 

緊急時直接 

（管理者と 

同時発信） 

地元自治体 
（八代市、宇城市、氷川町）

担当課

樋門管理 
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昭和 
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一般市民情報 
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